
住　　居

2Ja-4 室内環境に対す る居住者の意識調査

○田中絵梨＊　劉福姫＊　田中辰明＊＊

(＊お茶の水女大・院，＊＊お茶 の水女大)

〔(社) 日 本家 政学 会

【目的】近年、快適で健康的な住宅が注目を集めており、住宅の設計や計画に先立ってシミュレー

ションなどにより性能や効果を予測するPDR  （Pre － Design Research）に加えて、実際の居住者

の満足度および快適性に関する居住後評価POE  （Post Occupancy Evaluation) が重要視されてい

る。本研究では、居住者の室内環境に対する満足度に影響を与える環境要素および室内空間をデザ

インする際に重要視する項目を抽出し、また、後の研究（家具配置別の室内気流解析）のために寝

室における家具の配置を類型化することを目的とした。

【方法】2000 年５月18 日、19 日にお茶の水女子大学の学生50 人を対象に、アンケート調査を行

った。質問項目は、1 ）回答者の居住形態２）室内環境の評価および室内環m に対する満足度3 ）

空間デザイン要素に対する重要認識度4 ）換気行動5 ）部屋の間取り図である。データの分析には

SPSS for Windows を用いた。

【結果】室内環境に関する項目の評価に５段階等間スケールを用いたところ、全項目の平均値は

3.21 であり、「ふつう」という評価であった。室内環境の評価項目に対して因子分析を行ったとこ

ろ、４つの因子（空気、温熱・光、音、空間）が抽出され、また、全体的な室内環境に影響を与え

る環境項目は、空間環境要素であった。室内空間をデザインする際に重要視する項目は、居住者が

調節しやすい家具の配置や家具の色・柄およびカーテンの色・柄などの項目であった。寝室におけ

る家具の配置を類型化すると、「対面配置型」「二面配置型」「三面配置型」の３つのタイプに分けら

れた。

2Ja-5　　　 性周期と好まれる気温の関係

○佐々尚美＊、久保博子＊、磯田憲生＊、梁瀬度子＊＊

（＊奈良女大、＊＊武車川女大）

【目的】女性は性周期により、排卵から月経までを高温期、後は低温期という二相性を示

し、平均28 日周期にて基礎体温が変動する。そこで、本研究では性周期と好まれる気温の

関係について、健康な女子大学生を対象として夏期において好まれる気温に自由に調節す
る選択気温実験を実施し検討した。

【方法】奈良女子大学人工気候室を用い、不感気流、相対湿度50 ％一定として選択気温実
験を行った。気温は調節前は28 °C一定とし、調節を許した直後より被験者自身で自由に

120 分間気温を調節した。着衣は夏服0.3cloとした。測定は皮膚温などの生理的反応と温冷

感・快適感などの心理的反応について行った。実験は1995 年～2000 年の夏期に実施し、被

験者数は延ぺ161 名であった。また、2000 年夏期において同一被験者11 名を対象に各被験

者毎に実験時間（午前・午後）を統一して低温期と高温期の合計2回実施した。【結果】

最終的に被験者自身が調節した気温を選択気温とすると、161 名における性周期別の選択

気温は低温期(91名）27.0±1Q  °C*高温期(70名）26.8±1.4°Cであった。また、各性周期におけ

る午前・午後別の平均選択気温は何れの時間も低温期は27.0･C、高温期は26.8 °Cであり、
実験時間による差は認められず、低温期よりも高温期の方が若干低い選択気温であったが

有意な差ではなかった。一方。同一被験者では、性周期に関わらず、各被験者毎に気温調

節の傾向は良く似ており、選択気温は各被験者毎にほぼ同じであった。また、選択気温時

の平均皮膚温は同じ被験者ではほぼ同じ皮膚温である傾向を示したが、直腸温は同じか高
温期の方が高い傾向を示した。
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